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エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制構築に向けた文献レビュー 

 

分担研究者 小川純人 東京大学大学院医学系研究科老年病学 准教授

研究要旨：本研究班の文献検索グループの一員として、引き続きシステマティックレビュー

を行う前段階で必要となる文献検索を中心に行う。老年病学分野のうち、骨粗鬆症(OP)と予

後との関連性、要介護の原因・背景となる疾患との関連性、高齢者における FRAX®のカッ

トオフ値などについて主に文献検索を行い、高齢者における OP予防や検診に必要な項目の

抽出を目指した。 

 

Ａ．研究目的 

 本研究班の文献検索グループの一員とし

て、システマティックレビューを行う際に

必要となる老年病学分野において、高齢者

における FRAX®のカットオフ値ならびに

OP 予防や検診提供体制に関する文献検索

を実施する。本研究では、高齢者における

FRAX®カットオフ値ならびに OP 検診への

FRAX®活用可能性や有用性等について、昨

年度に引き続き検討を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

昨年度から行っているシステマティックレ

ビュー前段階で必要となる文献検索を中心

に進める。特に、老年病学分野における、

OPと予後との関連性、認知症などの要介

護要因となる疾患等との関連性、高齢者に

おける FRAX®のカットオフ値などを中心

に文献検索を行い、OP予防、早期発見や

検診提供体制に必要な項目の抽出を目指し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

昨年度に引き続き、OP や骨量減少と予後

(骨折、QOL 低下、要介護、死亡)との関連

性、高齢者における FRAX®のカットオフ値、

ならびに要介護の原因・背景疾患である認

知症、脳血管疾患、フレイル・サルコペニア

などとの関連性について、文献検索を継続

している。FRAX®に基づく英国在住の地域

住民スクリーニングの効果については、

FRAX®を用いたスクリーニングを行うラン

ダム化対照試験によって、その後 5 年間の

高齢女性における大腿骨近位部骨折発症率

減少が認められた（Shepstone L et al. Lancet 

391;741-747,2018）。高齢者における OP 予

防や OP 検診の有用性および学術的・社会

的メリットを視野に、国内外における更な

る文献検索を通じて OP 検診や OP 早期発
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見に必要な項目の抽出を進める。 

 

Ｄ．考察 

FRAX®は 40～90 歳の人の骨折リスク評価

のツールとして作成されたものであり、こ

れまでの知見から一般住民や医療機関受診

者において、FRAX®に基づく主要骨粗鬆症

骨折確率を求めた場合、75 歳以上女性では

その 9割以上で 15%以上を示し、75 歳以上

女性の多くは骨粗鬆症に対する薬物治療に

該当することになり得る。また高齢者の要

介護要因の一位である認知症についても、

一部文献において骨折・転倒との関連が示

されている。 

わが国における OP 検診の実施率は全国平

均で 5%程度と低く地域差も大きい。こう

した状況において、申請者らは持続可能で

効率的なエビデンスに基づく骨粗鬆症検診

体制を目指し、必要な文献検索を継続して

いる。こうした国内外の文献検索等を通じ

て、高齢者における FRAX®のカットオフ

値とその意義、予後との関連性などを調

べ、システマティックレビューの際に必要

となる情報や項目の抽出につなげたい。 

 

Ｅ．結論 

国内外の文献検索等により、FRAX®に基づ

く地域住民スクリーニングの効果として大

体骨近位部骨折発症率の減少が示唆された

など、高齢者を含めた OP検診に向けて

FRAX®の有用性が示唆されてきている。高

齢者における OP 予防や今後の OP検診体

制の構築に向けて、文献検索、関連項目抽

出を継続して行うことにより、システマテ

ィックレビュー等の更なるエビデンス構築

が期待される。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 
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